
３ 月定例市議会が ３ 月 ３ 日開会し、橋川市長が
令和 ２ 年度の施政方針を述べました。その概要をお知らせします。

「
出
会
い
が
織
り
な
す
ふ
る
さ
と

〝
元
気
〟と〝
う
る
お
い
〟の
あ
る
ま
ち

 

草
津
」
の
実
現
に
向
け
て

「
第
５
次
草
津
市
総
合
計
画
」
に
描
く
将

来
像
『
出
会
い
が
織
り
な
す
ふ
る
さ
と“
元

気
”と“
う
る
お
い
”の
あ
る
ま
ち
草
津
』

の
実
現
を
図
る
た
め
、「
第
３
期
基
本
計
画
」

に
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
、

着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
、
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
持
続
可

能
な
行
政
経
営
の
実
現
を
図
る
た
め
、
歳

出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
と
、

施
策
・
事
業
の
優
先
順
位
付
け
に
よ
る「
選

択
と
集
中
」を
行
い
、喫
緊
の
課
題
に
対
応

す
る
事
業
、
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
５
つ

の
重
点
施
策
、「
第
５
次
草
津
市
総
合
計
画

第
３
期
基
本
計
画
」の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
重
点
的
な
財

源
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

草
津
市
が
持
続
可
能
な
都
市
へ
と

発
展
し
続
け
る
た
め
に

防
災・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

重
点
施
策 

❶

　

近
年
は
、
全
国
各
地
で
地
震
や
風
水
害

な
ど
の
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

市
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
防
災
・
減
災
対
策
の
さ
ら
な

る
強
化
を
図
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

教
育
の
充
実

重
点
施
策 

❷

　
「
第
３
期
草
津
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、
基
本
理
念
と
し
て「
子
ど

も
が
輝
く
教
育
の
ま
ち
・
出
会
い
と
学
び

の
ま
ち
・
く
さ
つ
」を
掲
げ
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
本
市
教
育
の
さ
ら
な
る
質
の

向
上
を
め
ざ
し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

●
「
健
幸
都
市
」
づ
く
り
の
推
進

　
「
健
幸
フ
ェ
ア
」な
ど
の
健
康
関
連
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
加
え
て
、
飲
食
店
や
商
業
施
設
と

連
携
し
た
食
育
に
関
す
る
取
組
や
、
都
市
公
園
、

緑
の
あ
る
空
間
を
活
用
し
た
健
康
遊
具
の
設
置

な
ど
、
引
き
続
き
、
市
の
総
合
政
策
と
し
て
、

「
健
幸
都
市
基
本
計
画
」に
基
づ
く
施
策
を
着

実
に
推
進
し
ま
す
。「
住
む
人
も
、
訪
れ
る
人
も

生
き
が
い
を
も
ち
、
健
や
か
で
幸
せ
に
な
れ
る

ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

●〝
ま
ち
な
か
〟を
生
か
し
た
魅
力
向
上

　

JR
南
草
津
駅
開
業
2５
周
年
を
契
機
と
し
て
、

南
草
津
エ
リ
ア
の
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
進
め
、
ま
ち
全
体
が

活
気
に
あ
ふ
れ
る
、
ふ
る
さ
と
草
津
の
魅
力
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

　
「
第
２
次
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
市
民
公
益

活
動
団
体
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
地
域
課
題
に

対
し
、
自
ら
そ
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
市
政
運
営
全
体
の
基
本
方
針
で

あ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ

し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

重
点
施
策 

❸ 

　
「
第
2
期
草
津
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」、「
草
津
市
子
ど
も
・
若
者

計
画
」に
基
づ
き
、
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、

「
第
５
次
草
津
市
総
合
計
画
第
３
期

基
本
計
画
」
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

問  財政課（ ３ 階）☎561-２３04、561-２48３

令令和和22年度施政方針年度施政方針

高
齢
者
福
祉
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
の

推
進

重
点
施
策 

❹

重
点
施
策 

❺

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭

で
い
き
い
き
と
輝
き
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「
草
津
あ
ん
し
ん
い
き
い
き
プ
ラ
ン
第
７

期
計
画
」
に
基
づ
き
、
基
本
理
念
・
目
標

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
の
体
力
向
上
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
活
動
の
推
進
な
ど
、
全
て
の
市
民
の
皆

様
が
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
に
親
し
み
、
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
と
心
身
の
健
康
を
保
持
・

増
進
す
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

提
供
し
ま
す
。
就
学
前
教
育
・
保
育
の
充

実
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
全
て
の
子
ど
も
・
若
者

が
健
や
か
に
成
長
し
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
た
取
組

を
進
め
ま
す
。

［ 

５
つ
の
重
点
施
策 

］

　

過
日
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民

の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
第

19
代
草
津
市
長
と
し
て
、
引
き
続
き
４

期
目
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
３
期
12
年
間
で
培
っ
た

経
験
と
実
績
を
も
と
に
、10
年
先
、20

年
先
、30
年
先
の
草
津
の
次み
ら
い代

を
し
っ

か
り
と
見
据
え
な
が
ら
、
自
信
を
持
っ

て
次
の
世
代
に
こ
の
住
み
よ
い
ま
ち
を

引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

『「
ず
っ
と
ず
っ
と
草
津
」宣
言
』で
掲

げ
た
「
安
心
」、「
活
力
」、「
安
全
」、「
透

明
」
の
４
つ
の
政
策
分
野
の
取
組
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
本

市
の
市
民
だ
け
で
な
く
、
草
津
に
関
わ

る
全
て
の
人
が
、
草
津
に
誇
り
と
愛
着

を
持
つ
こ
と
の
で
き
る「
ず
っ
と
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
草
津
」
の
実
現

に
向
け
て
、
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
し

な
が
ら
、
新
し
い
価
値
を
共
に
創
り
あ

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2020年 4 月1日2020年 4 月1日 2020年 4 月1日2020年 4 月1日
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歳出
535億
7,000万円

民生費
235億149万円

（43.9%）

その他
2億2,000万円

（0.4%）

労働費
1億182万円
（0.2%）

教育費
72億9,332万円

（13.6%）

土木費
61億1,289万円
（11.4%）

公債費
48億8 ,754万円
（9.1%）

総務費
55億1,287万円
（10.3%）

消防費
14億6,810万円
（2.7%）

衛生費
30億3,232万円
（5.7%）

農林水産業費
6億8,594万円
（1.3%）

商工費
4億4,132万円
（0.8%） 議会費

3億1,239万円
（0.6%）

扶助費
138億7,985万円
（26.4%）

人件費
71億290万円
（13.5%）

公債費
49億6,250万円（9.4%）

普通建設事業費
78億9,186万円
（15.0%）

物件費
81億3,313万円
（15.5%）

補助費等
53億1,529万円
（10.1%）

その他
53億1,447万円
（10.1%）

歳入
535億
7,000万円

市税

市債

238億 9,297万円
（44.6%）

その他自主財源

国庫支出金
59億8,721万円

（11.2%）
94億4,648万円
（17.6%）

47億7,220万円
（8.9%）

県支出金

地方交付税

その他依存財源

40億3,073万円
（7.5%）

12億5,300万円
（2.4%）

41億8,741万円
（7.8%）

自主財源
298億8,018万円
（55.8%）

依存財源
236億8,982万円
（44.2%）

義務的経費
259億4,525万円
（49.3%）

投資的経費
78億9,186万円
（15.0%）

その他の経費
187億6,289万円
（35.7%）

投資的経費
79億1,426万円
（14.8%）

その他の経費
179億6,026万円
（33.5%）

歳出
（性質別分類）

535億
7,000万円 人件費

85億836万円
（15.9%）

公債費
48億8,754万円

（9.1%）

補助費等

55億8,957万円
（10.4%）

その他
52億9,617万円
（9.9%）

普通建設事業費
79億1,426万円
（14.8%）

物件費
70億7,452万円
（13.2%）

義務的経費
276億9,548万円
（51.7%）

扶助費
142億9,958万円

（26.7%）

歳出
535億
7,000万円

民生費
235億149万円

（43.9%）

その他
2億2,000万円

（0.4%）

労働費
1億182万円
（0.2%）

教育費
72億9,332万円

（13.6%）

土木費
61億1,289万円
（11.4%）

公債費
48億8 ,754万円
（9.1%）

総務費
55億1,287万円
（10.3%）

消防費
14億6,810万円
（2.7%）

衛生費
30億3,232万円
（5.7%）

農林水産業費
6億8,594万円
（1.3%）

商工費
4億4,132万円
（0.8%） 議会費

3億1,239万円
（0.6%）

扶助費
138億7,985万円
（26.4%）

人件費
71億290万円
（13.5%）

公債費
49億6,250万円（9.4%）

普通建設事業費
78億9,186万円
（15.0%）

物件費
81億3,313万円
（15.5%）

補助費等
53億1,529万円
（10.1%）

その他
53億1,447万円
（10.1%）

歳入
535億
7,000万円

市税

市債

238億 9,297万円
（44.6%）

その他自主財源

国庫支出金
59億8,721万円

（11.2%）
94億4,648万円
（17.6%）

47億7,220万円
（8.9%）

県支出金

地方交付税

その他依存財源

40億3,073万円
（7.5%）

12億5,300万円
（2.4%）

41億8,741万円
（7.8%）

自主財源
298億8,018万円
（55.8%）

依存財源
236億8,982万円
（44.2%）

義務的経費
259億4,525万円
（49.3%）

投資的経費
78億9,186万円
（15.0%）

その他の経費
187億6,289万円
（35.7%）

投資的経費
79億1,426万円
（14.8%）

その他の経費
179億6,026万円
（33.5%）

歳出
（性質別分類）

535億
7,000万円 人件費

85億836万円
（15.9%）

公債費
48億8,754万円

（9.1%）

補助費等

55億8,957万円
（10.4%）

その他
52億9,617万円
（9.9%）

普通建設事業費
79億1,426万円
（14.8%）

物件費
70億7,452万円
（13.2%）

義務的経費
276億9,548万円
（51.7%）

扶助費
142億9,958万円

（26.7%）

各会計予算規模

令和 2 年度当初予算

市税の内訳

行政の基本的な経費を市税など
を主な財源として経理する会計

特定の歳入を特定の支出に充て
て経理する会計

一般会計

 特別会計

項目 予算額

一般会計 5３5億7，000万円

特別会計 ３３7億9，190万円

合計 87３億6，190万円

前年度比
1.8％増

歳出
535億
7,000万円

民生費
235億149万円

（43.9%）

その他
2億2,000万円

（0.4%）

労働費
1億182万円
（0.2%）

教育費
72億9,332万円

（13.6%）

土木費
61億1,289万円
（11.4%）

公債費
48億8 ,754万円
（9.1%）

総務費
55億1,287万円
（10.3%）

消防費
14億6,810万円
（2.7%）

衛生費
30億3,232万円
（5.7%）

農林水産業費
6億8,594万円
（1.3%）

商工費
4億4,132万円
（0.8%） 議会費

3億1,239万円
（0.6%）

扶助費
138億7,985万円
（26.4%）

人件費
71億290万円
（13.5%）

公債費
49億6,250万円（9.4%）

普通建設事業費
78億9,186万円
（15.0%）

物件費
81億3,313万円
（15.5%）

補助費等
53億1,529万円
（10.1%）

その他
53億1,447万円
（10.1%）

歳入
535億
7,000万円

市税

市債

238億 9,297万円
（44.6%）

その他自主財源

国庫支出金
59億8,721万円

（11.2%）
94億4,648万円
（17.6%）

47億7,220万円
（8.9%）

県支出金

地方交付税

その他依存財源

40億3,073万円
（7.5%）

12億5,300万円
（2.4%）

41億8,741万円
（7.8%）

自主財源
298億8,018万円
（55.8%）

依存財源
236億8,982万円
（44.2%）

義務的経費
259億4,525万円
（49.3%）

投資的経費
78億9,186万円
（15.0%）

その他の経費
187億6,289万円
（35.7%）

投資的経費
79億1,426万円
（14.8%）

その他の経費
179億6,026万円
（33.5%）

歳出
（性質別分類）

535億
7,000万円 人件費

85億836万円
（15.9%）

公債費
48億8,754万円

（9.1%）

補助費等

55億8,957万円
（10.4%）

その他
52億9,617万円
（9.9%）

普通建設事業費
79億1,426万円
（14.8%）

物件費
70億7,452万円
（13.2%）

義務的経費
276億9,548万円
（51.7%）

扶助費
142億9,958万円

（26.7%）

市民税 11３億1,07３万円
固定資産税 98億4,３88万円
都市計画税 17億887万円
市たばこ税 7 億6,070万円
軽自動車税 ２ 億6,59２万円
入湯税 ２87万円

歳出の性質別分類

みらいにつなぐ健幸都市くさつ

重 点 施 策

洪水・内水ハザードマップ策定費　
1，720万円

　国や県による浸水想定区域図の改定に合わせて、
本市ハザードマップの更新を行います。

マンホールトイレ整備費
1，787万円

　災害時でも避難者が安心して使用できるトイレを
確保するため、マンホールトイレを広域避難所とな
る小・中学校に整備します。

新規

（仮称）草津市第二学校給食センター整備費
2４億87４万円継続

継続

　令和 ３ 年度 ３ 学期からの給食センター方式による
中学校給食の提供開始に向けて、「（仮称）草津市第二
学校給食センター」を整備
します。
　今年度は、用地の造成工
事や施設の建設工事を行い
ます。

防災・安全のまちづくりの推進重点施策❶

教育の充実重点施策❷

乳幼児健診 ネット予約システム導入費
2６５万円

　乳幼児健診の受付に、ネット予約システムを導入
し、待ち時間の短縮や混雑の緩和を図り、より受診
しやすい環境を整えます。

民設児童育成クラブ 施設整備費補助金
1，2５0万円

　多様な保育需要に対応するため、民設民営の放課
後児童育成クラブの施設整備を支援し、定員不足の
解消に努めます。

民間保育所等施設整備費補助金
11億５，8６3万円

　増加する保育需要に対応するため、民間保育所と
小規模保育施設の施設整備を支援し、保育定員の拡
大による待機児童の解消に努めます。

子育て支援の充実重点施策❸

５つの重点施策と「第５次草津市総合計画第３期基本計画」の 
リーディング・プロジェクト事業を推進するため、財源を戦略的に配分しました。
新規事業や拡大事業を中心に、今年度の主な施策と概要を紹介します。

一般会計の内訳 （5３5億7,000万円）
※四捨五入の関係で値が合わない場合があります

学校ICT環境充実費
7億7，890万円

（うち令和元年度補正予算対応６億3，8４2万円）

　国の「G
ギ ガ

IGAスクール構想」に基づき、段階的に
小・中学校のICT教育環境の充実を図ります。
　今年度は、高速大容量ネットワーク環境の構築と、
小学 ５ ・ ６ 年生、中学 １ 年生には １ 人 １ 台のタブ
レット端末を、その他の学年には ３ 人に １ 台のタブ
レット端末を配備します。

拡大

拡大

拡大

新規

拡大
英語教育推進費

3，６71万円
　子どもたちが、英語でコミュニケーションができ
る力を身に付け、自らの考えや意見、情報を積極的
に発信できるよう、英語教育の充実を図ります。
・全小学校にJTE（日本人英語指導助手）を配置
・ALT（外国人英語指導助手）を ３ 名配置し、全小中学校を巡回
・英語教育オンライン授業を実施
・スコア型の英語 4 技能検定を全中学校で実施
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（仮称）市民総合交流センター整備費
3４億7，４3６万円

（うち令和元年度補正予算対応3４億3，297万円）

　人権センターやまちづくりセンターなど既存公共
施設の集約を図るとともに、新たに子育て支援や市
民交流のための機能などを備えた公民複合施設とし
て、（仮称）市民総合交流センターを整備し、にぎわ
いと交流を促進します。今年度は、令和 ３ 年 ５ 月に
予定している供用開始に向けて、工事の進捗を図り
ます。

拡大

地域課題解決応援交付金　
 2，100万円

　各まちづくり協議会が将来を見据え、それぞれの
地域の課題解決や魅力発掘のために取り組む事業に
対して支援します。

高齢者福祉の充実重点施策❹

継続

“まちなか”を活かした魅力向上

コミュニティ活動の推進

第５次草津市総合計画 第３期基本計画リーディング・プロジェクト

在宅医療・介護連携推進事業費 
 1，31５万円

　医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けることができるよう、在宅医
療・介護の専門職の連携を推進するための拠点を地
域医療支援病院に設置し、在宅医療・介護の一体的
な提供体制の構築をめざします。

認知症施策推進費　
28５万円

　「（仮称）草津市認知症があっても安心なまちづく
り条例」の制定と「草津市認知症施策アクション・
プラン」の第 ３ 期計画の策定を行うとともに、認知
症の人の、偶然の事故によって、その家族などが損
害賠償責任を負った場合に、補償を受けることがで
きる認知症個人賠償責任保険事業を実施し、認知症
があっても安心して暮らし続けることができるまち
の実現をめざします。

くさつランフェスティバル開催費補助金
200万円

　「健幸都市くさつランフェスティバル」（ ６ 月 ６ 日㈯
※詳しくは１６ページ）を通じて、市民のスポーツ健
康づくりの推進や、草津川跡地公園の新たなにぎわ
い創出に取り組みます。

新規

スポーツ健康づくりの推進

（仮称）草津市立プール整備費
４億４，929万円継続

　令和 ６ 年に開催予定の第7９回国民スポーツ大会・
第24回全国障害者スポーツ大会の水泳競技会場とし
て、（仮称）草津市立プールの整備を進めます。
　整備・運営は民間ノウハウを活用した PFI方式
で行い、今年度は、事業者を選定し、造成工事や施
設の設計を実施します。

重点施策❺

問  財政課（ ３ 階）☎561-２３04、561-２48３

拡大

拡大

主な新規・拡大事業

新規 （仮称）多文化共生推進プラン策定費  
５8万円

　多文化共生に関する施策をまとめた計画を策定し、
さまざまな文化を持つ、外国人住民と日本人住民が
共に認めあい、助けあい、活かしあいながら、誰も
が心豊かで安心して暮らせる多文化共生のまちづく
りを進めます。

新規

新規

「草津のサンヤレ踊り」重要無形民俗
文化財指定啓発事業費　　　　５0万円

　令和 2 年 ３ 月に、国の重要無形民俗文化財に指定
された「草津のサンヤレ踊り」を通じて、本市の歴
史文化への親しみを感じてもらい、関心を引き出す
とともに、本市の歴史の保存・継承への理解を促進
します。

JR南草津駅周辺交通対策社会実験 
事業費　　　　　　　　  　５，700万円

新規 ロタウイルス予防接種費
1，718万円

　乳幼児期の重い急性胃腸炎の原因の一つであるロ
タウイルスのワクチンを、国の規定に基づき、定期
予防接種として公費により実施します。

　JR南草津駅東口ロータリーの混雑の緩和や、公共
交通の定時性の確保に向けた方策を検討するため、
滋賀県などの関係機関と共に社会実験を実施します。

新規 まめタク実証運行費
3４2万円

　バス交通空白地・不便地における地域住民の移動
手段を確保するため、事前に利用者からの予約があっ
た便のみ運行する、デマンド型の乗合タクシー「ま
めタク」の実証運行を行います。

働き方改革推進費
1，082万円

　滋賀県や県内市町が連携してICTを活用した研究
を進めることにより、県や市町の枠組みを超えた行
政手続きの電子化を推進するとともに、いつでも・
どこからでもアクセスしやすい行政窓口の実現へ向
けた取組を進めます。
　また、AI・ロボティクスなどの新技術の活用に
より、業務の効率化と市民サービスの向上を図ると
ともに、在宅勤務（テレワーク）など多様な働き方を
推進し、働きやすい職場づくりを進めます。

新規 草津市エコ・アクション・ポイント 
事業費 73万円

　環境に配慮した市民の行動や取組に対してポイン
トを付与し、貯まったポイントは商品などと交換で
きる仕組みを構築することで、環境への関心を抱く
きっかけづくりとするとともに、日常の環境に配慮
した自発的な行動の実践につなげることで、地球温
暖化防止をはじめとする環境保全の推進を図ります。

新規
※フレイル： 身体機能や認知機能などが低下して、虚弱と

なった状態のこと。要介護予備軍とされる。

健幸都市づくり推進費
1，６9５万円拡大

拡大

　市民が生きがいをもち、住む人も訪れる人も健や
かで幸せになれる「健幸都市くさつ」の実現をめざ
し、「草津市健幸都市基本計画」に基づき、行政や
地域、大学、企業、団体などが連携し、市の総合政
策として健幸フェアの開催をはじめ、健幸都市づく
りに向けた取組を進めます。

「健幸都市」づくりの推進　

高齢者フレイル※予防事業費 
 70５万円

　介護予防拠点などでの健康教室や、地域サロンなど
へのフレイル予防講座を実施することで、高齢者の
健康を保持・増進し、健康寿命の延伸につなげます。
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